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1，449戸(士 0)
7‘269人(+11) 

3，555人〈土 0)
3，714人(+11) 

(51年 8月1日現在〉

村のようす

世帯数

人口

男

女

休

夏

み

夏
休
み
は
子
ど
も
た
ち
に
よ
っ
て
、
一
年
中

で
一
番
長
い
休
み
、
そ
こ
で
、
海
へ
山
へ
と
楽

し
い
計
画
が
い
っ
ぱ
い
で
す
ね
。

こ
の
ご
ろ
で
は
、
一
般
の
会
社
や
工
場
で
も

夏
期
休
暇
と
し
て
、
三
日
か
ら
一
週
間
位
の
休

み
を
与
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
な
っ
た
よ
う

で
す
。
せ
っ
か
く
の
休
み
を
子
ど
も
に
引
か
れ

て
、
海
へ
、
山
へ
と
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
も

ご
苦
労
な
こ
と
で
す
。

家
族
で
行
く
海
、
山
も
楽
し
い
も
の
で
す

が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
っ
と
楽
し
い
の

は
、
友
だ
ち
が
同
じ
ナ
ベ
の
メ
シ
を
食
う
キ
ャ

γ
プ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
し
て
中
学
三
年
生
と
な
り
、
義
務
教
育
最

後
の
夏
休
み
と
も
な
れ
ば
な
お
さ
ら
の
こ
と
で

す。
須
釜
中
学
校
の
三
年
生
も
‘
七
月
二
十
一
・

二
・
三
の
三
回
問
、
猪
苗
代
湖
畔
で
楽
し
い
キ

ャ
ン
プ
生
活
を
し
ま
し
た
。

猪
苗
代
湖
畔
で
キ
ャ
ン
プ
す
否
須
釜
中
の
三
年
生

(
写
真
提
供
、
須
釜
中
中
岡
先
生
)



三
、
母
子
、
準
母
子
、
遺
児
年
金

の
第
二
子
の
加
算
額
の
引
上
げ

従
来
月
額
八
百
円
で
あ
っ
た
も

の
を
二
千
円
に
引
上
げ
ら
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
第
三
一
子
以
降
は
一

人
p

キ
っ
き
八
百
円
で
す
。

回
、
死
亡
一
時
金
の
増
額

保
険
料
納
付
済
期
間
が
コ
一
年
以

上
二
十
年
未
満
の
場
合
、
二
万
三

千
円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
す
。

五
、
保
険
料
の
引
上
げ

保
険
料
は
、
現
行
の
月
額
千
四

百
円
、
が
、
五
十
二
年
四
月
か
ら
二

千
二
百
円
に
改
め
ら
れ
ま
す
。

福
祉
年
金
一
に
つ
い
て
も
次
の
よ

2 No. t 20  

国
民
年
金
法
が
改
正
さ
れ
、
拠

出
年
金
、
福
祉
年
金
と
も
に
、
老

齢
年
金
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
年

金
額
が
次
の
表
の
よ
う
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
拠
出
年
金
に
つ
い

て
は
次
の
よ
う
な
改
正
が
行
わ
れ

ま
す
。
一
、
障
害
年
金
に
遺
児
年
金
の
通

算
制
度
実
施

他
の
公
的
年
金
か
ら
国
民
年
金

へ
移
っ
て
き
た
人
が
、
そ
の
直
後

に
障
害
者
と
な
っ
た
り
、
死
亡
し

た
と
き
、
以
前
加
入
し
て
い
た
公

的
年
金
の
期
間
を
含
め
て
、
・
保
険

料
納
付
期
間
が
一
年
以
上
あ
り
、

か
っ
直
近
の
一
年
間
に
保
険
料
の

滞
納
や
免
除
が
な
け
れ
ば
、
国
民

年
金
か
ら
障
害
年
金
や
遺
児
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
ず
。

二
、
障
害
年
金
の
廃
疾
認
定
日
の

繰
上
げ

こ
の
廃
疾
認
定
日
と
は
、
障
害

年
金
の
受
給
権
が
あ
る
か
ど
う
か

を
判
断
す
る
基
準
と
な
る
日
の
こ

と
で
す
が
、
内
部
疾
患
に
つ
い
て

は
従
来
初
診
日
か
ら
三
年
目
を
廃

疾
認
定
日
と
し
て
い
た
も
の
を
、

今
回
か
ら
は
初
診
日
か
ら
一
年
六

ヶ
月
忌
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

昭和51年 8月1日たまかわ広報

(9月分から〉

年 金 種 7JU 年 金 額 月 額

例{;時納付〉
円

20，500 円
老 特

246，000 

(5年納付〉 186，000 15，000 
齢

般 {(25年納付〉 390，000 32，500 
一

年 (40年納付) 624，000 52，000 

金
一般と {(25年納付〉 450，000 37，500 

附加年金 (40年納付〉 720，000 60，000 

級 495，000 41，250 

乙 級 396，000 33，000 

母子年金 子 1人のとき 396，000 33，000 

準母子年金 弟妹、孫など 1人のとき 396，000 33，000 

遺児年金 遺児1人のとき 396，000 33.000 

寡婦年金夫が25年完納で死亡した時 夫の受ける老齢年金の半額

改正された拠出年金の額

。母子、準母子、遺児各年金の子等の加算額は、

第2子のみ月2，000円第3子以降は月800円

(10月分から〉

年 金 種 7J1j 年 金 額 ゐ月 額

明出治生4者4年で740才月以1土日までの
円

寸2Iア30「，，ヲ3570∞弄0τ 円老齢福祉年金 162，000 

1 級 243，600 
障害福祉年金

級 162，000 13，500 2 
" 

母子福祉年金 子 1人のとき 211，200 17，600 

準母子福祉年金 弟妹、孫など l人のとき 17，600 

改正された福祉年金の額

う
な
改
正
が
行
わ
れ
ま
す
。

一
、
母
子
、
準
母
子
福
祉
年
金
の

子
、
孫
、
弟
妹
な
ど
の
年
齢
制

限
の
緩
和

こ
れ
は
、
従
来
、
義
務
教
育
終

了
前
で
し
た
が
、
こ
れ
を
三
年
計

画
で
十
八
才
未
満
に
ま
で
の
ば
し

ま
す
り

ニ
、
母
子
、
準
母
子
福
祉
年
金
の

加
算
額
の
引
上
げ

拠
出
年
金
と
同
様
に
、
第
二
子

に
つ
い
て
月
額
二
千
円
に
引
上

げ
、
第
三
子
以
降
は
八
百
円
で

す。

雨の中工事を急ぐA 

魔
の
交
差
点
に

昨
年
、
二
件
の
死
亡
事
故
が
発

生
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
、
歩
行
者
か

ら
魔
の
交
差
点
と
し
て
お
そ
れ
ら

れ
て
い
る
南
須
釜
の
「
北
ノ
宿
交

差
点
」
に
、
待
望
の
信
号
機
が
設

置
さ
れ
る
と
と
に
な
り
、
現
在
工

事
、
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
広
報
が
皆
さ
ん
の
お
手
も

と
に
届
く
こ
ろ
に
は
、
赤
、
黄
、

青
の
信
号
が
色
あ
ざ
や
か
に
つ
い

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
信

信

号

機

号
機
は
自
動
式
で
、
し
か
も
東
部

地
区
で
は
じ
め
て
の
信
号
機
で
も

あ
り
、
信
号
機
に
慣
れ
な
い
歩
行

者
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

信
号
の
見
か
た
を
家
庭
で
話
し
合

っ
て
、
正
し
い
横
断
の
し
か
た
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
運
転
者
も
信
号
が
青
で

も
十
分
注
意
し
て
運
転
い
た
し
ま

し
ょ
う
。



たまかわ

高
校
生
の

非
行
化
を
防
止
し
ょ

広報

高
校
生
も
七
月
一
日
か
ら

夏
休
み
に
入
り
、
夏
休
み
中
に
勉

学
に
力
を
入
れ
る
高
校
生
、
ま
た

身
体
を
よ
れ
ソ
一
勝
鍛
錬
し
よ
う
と

運
動
民
活
躍
す
る
高
校
生
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
隠
的
に
向
っ
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
一
方
で
辻
、

か
っ
た
学
校
生
活
か
ら
解
放
さ
れ

て
、
非
行
化
の
第
…
歩
を
踏
出
さ

・
な
い
み
も
間
際
ち
ま
せ
ん
。

当
村
誌
も
、
県
南
高
等
学
校
保

護
委
員
連
絡
協
議
会
か
ら
委
嘱
さ

れ
、
高
校
生
の
輔
導
に
あ
た
る
保

No.. 120 昭和51年8}j1箆3 

つ

護
委
員
が
四
十
二
名
お
り
ま
す
。

こ
の
西
十
一
一
名
で
玉
川
山
方
部
会

合
結
成
し
、
一
年
間
の
事
業
計
画

を
立
て
て
活
動
し
て
い
ま
す
が
、

当
村
か
ら
高
等
学
技
へ
通
学
し
て

い
る
高
校
生
設
三
官
七
十
名
を
数

え
て
お
り
、
ま
し
て
校
外
生
活
に

お
い
て
は
、
制
服
を
着
用
し
て
い

な
い
た
め
、
隣
り
道
一
般
の
生
徒
で

な
い
組
問
り
、
一
般
人
と
見
分
け
に

く
い
の
が
現
状
で
す
。

保
護
者
む
方
々
も
、
自
演
子
ど

も
た
ち
を
非
行
化
、
為
る
い
は
交

通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、
子
ど
も

た
ち
と
話
し
合
っ
て
、
高
校
生
が

弱
拐
で
健
全
在
校
外
生
活
が
で
き

る
よ
う
ど
協
力
く
だ
さ
い
。

非
行
北
の
第
一
歩
は
、
夜
遊
び

か
ら
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
夏
の

夜
空
襲
苦
し
さ
か
ら
、
つ
い
夜
遊

び
を
し
が
ち
に
な
り
ま
ず
か
ら
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

と
く
に
、
最
近
の
績
向
と
し
て

次
の
よ
う
な
こ
と
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。

一
、
交
通
事
故

と
く
に
詰
転
車
に
よ
る
事
故

が
多
い

二
、
バ
イ
ク
等
に
よ
る
名
も
な
い
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小
高
分
団
常
し
く
も
三
位

ポ
ン
プ
操
法
競
技
会

一
十
二
国
諮
訪
ポ
ン
プ
接
法

競
技
会
石
舟
地
区
大
会
は
、
七
月

八
日
浅
山
川
町
の
町
民
グ
ラ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
り
大
会
に
は
、
ポ
ン
プ
撃
の

器
に
小
高
分
担
、
小
型
ポ
ン
グ
の

部
に
蒜
生
分
患
が
わ
が
村
の
消
防

聞
を
代
表
し
て
出
場
い
た
し
ま
し

た
が
、
増
し
く
も
少
義
で
、
小
高

分
毘
が
一
一
一
位
、
蒜
金
分
間
が
四
位

A 

炎
天
下
で
が
ん
ば
あ

小
高
分
間

位
、
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
と
く
に
小

型
ポ
ン
プ
の
部
ぜ
は
、
二
位
か
ら

四
位
ま
で
が
同
点
と
い
う
接
戦
で

し
た
。選手
め
皆
さ
ん
ど
く
ろ
う
さ
ま

で
し
た
。

な
お
、
ポ
ン
プ
車
の
部
で
優
勝

し
た
苓
川
町
第
訪
問
と
、
小
型
ポ

γ
プ
の
部
で
饗
勝
し
た
古
毅
町
橋

防
屈
は
、
八
晃
一
…
十
四
日
郡
山
市

で
行
な
わ
れ
る
県
大
会
に
出
場
し

ま
す
。

グ
ル
ー
プ
の
暴
走

一
一
寸
薬
物
乱
用
〈
シ
ジ
ナ
!
、
ボ

ン
ド
等
〉

四
、
深
夜
む
自
動
車
、
バ
イ
ク
の

能
汚

五
、
喫
摺
・
万
引

こ
の
よ
う
に
五
つ
ほ
ど
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
当
村
か
ら
は
こ
の
よ
う

な
こ
と
の
な
い
よ
う
お
玄
に
協
力

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

hv
不
審
な
行
動
を

見
た
ら
一
戸
か
け
る

運
動
の
推
進
グ

〈
蒸
留
高
等
学
校
録
護
委
員
連

絡
協
議
会
玉
別
方
部
余
よ
り
〉

会
仇
だ
さ
い
。

!レ
主
k

l

内

容

の

解

読

と

郷

土

史

の

り
L
J

研
究

官
苅
/

2

講
部
岩
谷
浩
光
先
生
外

を

3

期

鰐

9
丹

念

来

年

3
月
ま
で

〕

片

品

毎

見

2
間

w

-------a・m

・

及一

4

会

場

荒

村

就

業

改

善

セ

ン

タ

ー

~

.百件一

5

申
込
先
玉
川
村
公
民
援

強
位
l

h

6

〆

知

的

8
月
末

g
ま
で

き
詩の
7

主

億

五

加

村

公

民

館

一

読

ハ

円

一

こ

と

は

玉

川

村

公

民

館

2
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今

小

針

隆

吉

檎

枝

畿

二

ふ
く
し
め
号
が
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

和
牛
錦
育
管
理
共
進
会

須
釜
農
協
主
径
の
和
牛
飼
育
管

理
共
進
会
が
、
七
見
二
十
八
日
、

須
釜
農
協
の
駐
車
場
で
関
か
れ
ま

し
た
。こ
れ
は
、
当
地
方
肉
用
牛
発
展

の
た
め
、
県
の
家
畜
導
入
事
業
に

よ
ち
導
入
さ
れ
た
六
十
頭
合
対
象

に
開
い
た
も
の
で
、
当
日
五
十
一

一
践
が
出
場
し
、
厳
正
な
審
査
む
結

果
、
次
の
方
々
の
管
理
牛
が
そ
れ

ぞ
れ
入
室
し
ま
し
た
。

第

部
ハ
五
十
年
生
れ
〉

No. 120 

主主こ う
恕どと 限ち
をも患 っの
のう てキ
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iこ!こ一時

ゑ仏

かわま

第

-'/ 

有

質

文

夫

塩

沢

忠

一

様

辺

哲

夫

渡

辺

哲

夫

議

訳

詩

徳

大

越

四

郎

関

根

成

雄

真

野

目

道

徳

関

摂

正

夫

我

妻

欝

雄

須

罰

荘

助

大

木

正

…

近

内

茂

榊

授

。クタミ手タ-'/ -'/ -'/ 。。ク φ
ハ
グ
ラ

γ
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

γ
〉

一一等

(
四
十
九
年
生
れ
〉

我

饗

二

。タ辱等

鈴草構大我小額事小境関謹滋大塩

木野校越袈針谷野針沢誤訳沢木沢

自犠金一点歌武義政重義 一武

熔話重工ー菩義捻吾一美勝部義部

今-'/ -'/ -'/ クク-'/ 。-'/ -'/ 

税金〉〕自動車
今
や
自
動
車
は
、
汽
車
や
パ
ス

と
な
ら
ん
で
、
本
た
ち
の
交
通
の

足
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
自
動
車
を
持
っ
た
場

合
の
税
金
に
つ
い
て
み
ま
す
と
、

関
税
と
し
て
、
物
品
税
、

地
方
税
と
し
て
、
自
動
車
税
、

自
動
車
取
得
税
、
軽
自
動
車
税
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
一
自
動
車
の
燃
料
に
か
か

る
税
金
拡
は
、
額
税
で
あ
る
鐸
発

治
税
、
地
方
道
路
税
、
石
油
ガ
ス

税
と
地
方
税
で
あ
る
軽
油
引
取
税

が
あ
り
ま
す
。

小
型
自
家
用
柴
用
車
で
、
車
両

ロ
、
一
二

0
0
c

c
夕
刊
ブ
ス
の
も
り
を
取
得
し
た
と

き
に
か
か
る
税
金
を
ひ
ろ
っ
て
、

そ
の
税
額
や
説
率
を
み
ま
す
と
次

の
左
お
り
で
す
G

V
物
品
税
〈
菌
税
)
出
荷
価
務
の

十
近
パ
ー
セ
ン
ト

マ
自
動
車
重
量
税
〈
国
税
)
…
一
万

五
千
二
百
円

マ
言
動
蟻
税
(
県
税
〉
二
万
七
千

マ
自
動
車
取
得
税
ハ
暗
黙
税
〉
取
得

価
格
の
五
パ

i
セ

γ
ト

E
E
=
=
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E
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Z
Z
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受
け
よ
う
結
核
健
康
診
断

民
結
核
種
康
診
断
を
実
施
し
ま
す

の
で
、
一
人
残
ら
ず
受
診
さ
れ
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
日
程

沢し自
、小ょ分
小高うの
半、。鶴

弓蒜践
を生を
除、確
く南認
)須し
は釜て
実〈お
施背き
済井ま

九月 八月 jヲ

一 一 一 一 一
七 "/恥¥嶋 四 十 九 八 七

自日 詩 5 日 豆 日 話 日
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分 分 分 分
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時 時 時 時
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場
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まかわた広報No. 120 昭和51年8月1日

八
月
の
村
税
・
保
険
料

マ
村
民
税

第
二
期

マ
国
民
年
金
保
険
料

第
二
期

納
期
限
は
八
月
二
十
五
日
、
忘

れ
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

5 

フ

奉

仕
南
須
釜
青
年
団
(
団
長
阿
部
金

四
郎
)
で
は
、
去
る
六
月
二
十
七

日
に
団
員
二
十
三
名
で
、
地
区
内

に
あ
る
カ
!
プ
ミ
ラ
ー
の
清
掃
を

行
な
い
ま
し
た
。

今
ま
で
一
回
も
そ
う
じ
さ
れ
た

こ
と
の
な
い
カ
l
プ
ミ
ラ
ー
は
、

ほ
こ
り
が
つ
い
て
見
に
く
く
、
ド

ラ
イ
バ
ー
泣
か
せ
で
し
た
が
、
こ

れ
で
よ
く
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
南
須
釜
青
年
団
で
は
、
年

に
一
回
カ
l
プ
ミ
ラ
!
の
ぷ
拐
を

事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
し

て
お
り
、
こ
う
し
た
善
意
に
報
い

る
た
め
に
も
、
常
に
安
全
運
転
を

心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

A 

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
そ
う
じ
す

る
南
須
釜
青
年
団
員

-FEJS31JEEr-3
・・3
3
1〈
Et--zzJIf---ZE--、Er--tEz--JE--

、J
J、J
J

1

補

応

い

真

づ

け

ソ

作

左

衛

門

斬

殺

顛

末

記

に

し

た

、

そ

し

て

四

人

が

任

務

を

一

と

L
・

、

〉

〉

1
l
i
-
-

終
え
て
帰
っ
て
来
る
ま
で
一
休
み
}

ゑ

必

ず

匂

)
1
N
r

侍

し

て

い

る

こ

と

に

な

っ

た

o

ぷ

2-ι
司

d

し

こ

の

菓

物

庖

は

、

継

立

所

ま

で

小

高

岩

谷

浩

光

に

約

三

町

(

三

百

メ

ー

ト

ル

余

り
)
ほ
ど
手
前
の
場
所
で
あ
っ

.

に

忙

し

そ

う

で

あ

っ

た

。

た

。

労
役
に
服
し
て

dや
が
て
矢
吹
を
過
ぎ
た
頃
、
作

暴
徒
現
わ
れ
る

五
木
の
一
行
は
、
さ
し
ず
ど
左
衛
門
は
足
に
痛
み
を
感
ず
る
よ

内
お
り
須
賀
川
宿
駅
に
お
も
む
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
重
た
い
突
然
、
勢
い
こ
ん
だ
一
人
の
壮

川
き
、
継
立
役
藤
井
某
(
名
不
荷
物
を
背
負
っ
て
の
行
軍
の
つ
ら
土
が
腰
に
三
尺
の
万
を
を
さ
し
、

ν

詳
)
の
さ
し
ず
を
受
け
る
こ
と
さ
は
他
の
者
も
同
様
で
あ
っ
た
。
銃
を
手
に
し
て
顔
面
に
怒
気
を
み

叫

に

な

っ

て

い

た

。

踏

瀬

の

宿

駅

ま

で

は

ま

だ

道

の

な

ぎ

ら

せ

、

大

戸

を

は

り

あ

げ

な

五
人
の
姿
を
見
た
藤
井
は
、
り
が
あ
る
。
作
左
衛
門
は
痛
む
足
が
ら
「
そ
れ
が
し
(
自
分
)
が
使

「
お
前
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
東
を
引
き
ず
っ
て
こ
ら
え
に
こ
ら
え
っ
て
い
た
運
搬
入
夫
が
途
中
か
ら

~
都
に
引
き
揚
げ
る
官
軍
の
軍
需
な
が
ら
の
行
軍
を
続
け
た
、
歯
を
逃
げ
去
っ
て
し
ま
っ
た
。
た
し
か

町
物
資
運
搬
の
労
役
に
服
し
て
も
食
い
し
ば
り
、
額
に
汗
を
流
し
な
に
こ
の
家
に
か
く
れ
て
い
る
に
違

m

ら
う
わ
け
で
あ
る
。
須
賀
川
か
が
ら
な
お
も
が
ん
ば
り
続
け
た
。
い
な
い
、
さ
が
し
出
し
て
銃
殺
に

い
ら
、
西
白
河
郡
踏
瀬
の
宿
駅
ま
坂
道
を
上
り
下
り
し
て
、
矢
吹
し
て
や
る
」
と
叫
び
な
が
ら
、
庖

り
で
の
区
間
で
あ
る
。
く
れ
ぐ
れ
と
泉
崎
の
村
境
に
あ
た
る
あ
た
り
先
に
休
ん
で
い
た
作
左
衛
門
を
見

九
も
気
を
つ
け
て
役
目
を
果
た
す
は
、
街
道
の
両
側
に
松
並
木
が
た
つ
け
た
か
ら
た
ま
ら
な
い
。
す
ぐ

P

よ
う
に
」
と
の
さ
し
す
で
あ
っ
ち
並
び
、
松
風
の
音
も
心
地
よ
く
さ
ま
作
左
衛
門
に
言
い
が
か
り
を

い

た

。

き

こ

え

る

と

こ

ろ

で

あ

る

。

つ

け

て

食

っ

て

か

か

っ

て

き

た

。

村
境
を
過
ぎ
る
と
道
は
ダ
ラ
ダ
そ
し
て
、
「
お
前
は
、
そ
れ
が

踏
瀬
目
ざ
し
て

ラ
の
下
り
坂
と
な
り
、
踏
瀬
部
落
し
の
荷
物
を
何
の
理
由
も
な
く
、

五
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
運
搬
荷
の
家
並
が
目
に
入
っ
て
く
る
。
途
中
に
投
げ
す
て
て
逃
げ
去
る
と

U

物
の
割
当
て
を
受
け
て
須
賀
川
し
か
し
、
足
の
痛
み
は
つ
い
に
は
何
事
だ
、
不
居
者
め
、
不
ら
ち

へ
を
出
立
、
一
路
南
へ
と
歩
き
始
最
悪
の
状
態
に
追
い
込
ま
れ
て
し
千
万
だ
」
と
悪
口
雑
言
を
あ
び
せ

円

め

た

。

ま

っ

た

。

か

け

て

き

た

。

十
一
月
三
日
と
言
え
ば
秋
ま
ほ
か
の
四
人
は
、
作
左
衛
門
の
先
ほ
ど
か
ら
足
の
痛
み
に
た
え

~
さ
に
た
け
な
わ
の
頃
に
し
て
、
あ
ま
り
の
難
渋
ぶ
り
を
見
か
ね
て
か
ね
て
一
休
み
し
て
い
る
作
左
衛

へ
街
道
節
は
紅
葉
し
た
山
野
が
目
い
ろ
い
ろ
と
相
談
し
た
結
果
、
作
門
に
と
っ
て
は
、
全
く
身
に
覚
え

~
に
う
つ
り
、
徒
歩
に
は
ち
ょ
う
左
衛
門
が
背
負
っ
て
い
る
荷
物
を
の
な
い
言
い
が
か
り
を
つ
け
ら
れ

h

ど
ほ
ど
よ
い
気
候
で
あ
っ
た
。
四
人
で
わ
け
あ
っ
て
目
的
地
ま
で
た
わ
け
で
あ
る
。

へ

延

々

と

続

く

長

蛇

の

行

列

、

運

ぶ

こ

と

に

な

っ

た

。

(

次

号

に

続

く

〉

九
鶴
ケ
域
を
や
っ
つ
け
て
意
気
ま
作
左
衛
門
は
、
坂
を
下
り
き
っ

l

〉

}

ザ

さ

に

天

を

抜

く

官

軍

勢

は

、

人

た

小

川

の

ほ

と

り

に

あ

る

、

菓

物

国

邑

'

戸

、

~

馬

に

荷

物

を

託

し

て

尻

た

た

き

庖

の

庖

先

で

し

ば

ら

く

休

む

こ

と

ダ

引
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懸賞交を

集募

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次

に
よ
り
懸
賞
文
を
募
集
し
て
い
ま

す
。マテ
lマ

「
く
ら
し
を
見
直
す
」

昭和51年 8月1日

わ
が
国
の
国
民
生
活
は
、
経
済

規
模
の
急
速
な
拡
大
を
背
景
に
、

物
質
的
豊
か
さ
を
築
い
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
反
面
、
大
量

生
産
、
大
量
消
費
の
も
と
に
、
限

り
あ
る
資
源
を
多
消
費

L
、
環
境

の
悪
化
を
ま
ね
き
ま
し
た
。

No. 120 

~・・・.， 111111_'11 ， 11' ・・・・・・， .11111 ・・・・圃・ 1111111_1111111 ・・・・圃九--
i 

世昌

枠

たまかわ広報

資
源
・
環
境
の
制
約
下
に
お
い

て
、
物
質
的
繁
栄
の
み
で
な
く
豊

か
な
生
活
を
と
り
も
ど
す
た
め
、

あ
な
た
自
身
の
生
活
を
見
直
し
、

自
ら
考
え
自
主
的
な
努
力
で
、
人

間
的
生
活
を
ど
の
よ
う
に
営
ん
で

い
く
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
実

践
し
て
き
た
か
を
、
具
体
的
に
お

書
き
く
だ
さ
い
。

マ
原

稿

一
、
枚
数
は
四
百
字
詰
原
稿
用

紙
十
枚
前
後

二
、
原
稿
は
必
ず
と
じ
、
末
尾

i11: 

井

t1~ 

に
応
芥
者
の
氏
名
、
住
所
、

職
業
、
年
齢
、
連
絡
官
話
番

号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

三
、
応
募
原
稿
は
未
発
表
の
も

の
に
限
り
ま
す
。

四
、
応
募
原
稿
は
お
返
し
し
ま

せ
ん
。

マ
締

切

昭
和
五
十
一
年
十
月
十
日
(
当

日
消
印
有
効
)

マ
あ
て
先

干
一

O
八
東
京
都
港
区
高
輪

一一一

i
一一ニ
Il--

二

二

国

民

生

活

セ
γ
タ
!
懸
賞
文
募
集
係

マ
入

選

'ιs“111川...-…一1111111_111111一…_1111.. ' 

. 

季節の話題

『泳 ぐ』
八
月
十
四
日
は
「
国
民
皆
泳
の

日
」
で
す
。
中
年
以
上
の
方
に
と

っ
て
は
ど
こ
か
で
聞
い
た
よ
う
な

こ
と
ば
U

そ
う
で
す
。
戦
争
中
は

盛
ん
に
こ
の
標
語
が
い
わ
れ
、
水

泳
が
奨
励
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

今
は
全
く
平
和
的
な
観
点
か
ら
泳

ぐ
こ
と
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
ま

す。
こ
の
「
国
民
皆
泳
の
日
」
は
、

日
本
水
泳
連
盟
の
提
唱
で
昭
和
十

三
年
ご
ろ
か
ら
始
め
ら
れ
た
も
の

特
選
作
一
一
編

入

選

作

三

編

佳

作

若

干

編

賞
金
五
万
円

賞
金
三
万
円

記
念
品
贈
呈

マ
発

表

一
雪
、
入
選
発
表
は
円
以
終
梓
査
後

(
昭
和
五
十
二
年
二
月
上
旬

頃
〉
応
募
者
全
員
に
直
接
通

知
し
ま
す
。

二
、
特
選
作
・
入
選
作
お
よ
び

審
査
経
過
概
要
は
、
月
刊

「
国
民
生
活
」
昭
和
五
十
二

年
三
月
号
誌
上
に
掲
載
し
ま

す。

コ
一
、
特
選
作
お
よ
び
入
選
作
の

著
作
権
は
、
国
民
生
活
セ
ン

タ
ー
に
帰
属
し
ま
す
。

で
、
八
月
十
四
日
と
い
う
日
に
特

に
意
味
は
な
い
よ
う
で
す
。

-
も
と
も
と
日
本
に
は
古
く
か
ら

崎
武
芸
の
一
つ
と
し
て
水
泳
が
研
究

さ
れ
、
水
府
流
、
向
井
流
、
観
海

流
な
ど
十
以
上
の
流
派
が
あ
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
腕
自
慢
も

か
な
り
い
た
の
で
し
ょ
う
か
、
明

治
三
十
一
年
八
月
十
三
日
に
、
水

府
慌
の
人
た
ち
と
横
浜
の
外
人
チ

ー
ム
が
対
抗
競
技
を
行
な
い
、
日

本
チ

i
ム
が
勝
っ
た
こ
と
が
伝
え

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
水
泳
は
日
本
の
お
家
芸

な
ど
と
い
わ
れ
て
い
た
の
は
昔
の

こ
と
、
最
近
は
欧
米
諸
国
の
著
し

い
進
出
で
日
本
は
首
座
を
追
わ
れ

て
久
し
い
状
態
で
す
。
「
国
民
皆

泳
の
日
」
を
機
会
に
水
泳
人
口
の

底
辺
を
拡
げ
、
優
秀
な
選
手
を
ぞ

く
ぞ
く
送
り
出
し
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
す
。

公

民

館

図
書
室
だ
よ
り

玉
川
村
公
民
館
の
凶
書
室
に
、

こ
の
た
び
「
ア
ル
プ
ス
の
少
女
」

「
家
な
き
子
」
な
ど
お
も
し
ろ
い

小
学
生
向
き
の
新
し
い
本
が
七
十

七
冊
入
り
ま
し
た
。

今
ま
で
小
学
生
向
き
の
本
が
一

冊
も
な
か
っ
た
の
で
す
が
初
め
て

入
り
ま
し
た
。
小
学
生
の
み
な
さ

ん
学
校
の
本
と
と
も
に
大
い
に
利

用
し
て
下
さ
い
。

会総ツ
ごお
ざ誕
cい生
月まお
Zすめ
2 で
豆と
一、

かつ
ら

竜 小蒜部

タ タ中

崎 高生落

南

ク須。

釜

~ 。
山

小タ

屋

石関班近有大小上仁野永石佐

森 卦井 出
根 内賀野仲野 口林井藤生
自 国 旧
ゆ/し

喜弘葉 一倍美知紀匡氏
かけ

名

美博宏浩幸子り徳子和子子成

真
雅
由

さ英儀玉文健泰孝勝信政空貞義

一主
郎治信喜夫久治蔵美次吉郎雄名

タ孫二孫長長続

女男柄

強
が
り
を
す
ロ
ふ
少
年
を
導
く
に
五
ロ
の
言
葉
も
危

う
か
つ
け
り

保
護
司
な
ど
恐
れ
ぬ
と
す
ふ
少
年
に
何
ら
守
口
ふ

べ
き
言
葉
さ
え
な
し

神
妙
に
吾
を
訪
ぬ
る
少
年
に
す
ふ
こ
と
す
べ
て

や
さ
し
さ
に
迫
ぐ

梅
雨
の
き
て
日
日
降
れ
る
小
雨
な
れ
ど
庭
の
し

め
り
の
乾
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